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昭和三八年、法政大学社会学部社会学科の若干のメンバーを中心に「工業化の進展と地域社会の展開」というテー
マのもとに、静岡県沼津・三島地域の社会調査が行なわれた。この調査報告は、その一部分をなすものであり、工業
化の急速に進展している一地域において、新らたな労働力がどのように形成されて来るのか、そしてその新らたに形
成された年少労働者の実態はいかなるものであるのか、を明らかにすることを意図したものである。
第一節は、教育委員会に集中された各校からの報告及び若干の対象校における就職者に関する全数調査を主な資料
とし、この地域における年少労働者の形成過程を追求したものである。第一一節以下は、この対象校の昭和一一一五年三月
卒業者に対して更にくわしくなされた事例研究及び質問紙調査の結果に基づいている。第二節では、年少労働者の移
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いうまでもなく、年少労働者の供給源は中学校及び高等学校である。沼津市・三島市全体で新らたな労働力がどの
くらいの割合で形成されるかをみよう。第一表に明らかなように、最近では進学率が急激に増大し、昭和三五年三月
卒と三八年三月卒の間にも中卒・高卒の男女それぞれに、一○％前後の開きがみられる。それに応じて新らたな労働
力の供給は率としては減少するわけであるが、高卒の女子の場合に限り無業者の割合も減少しているので、就職率に
はそれほど変化が生じない。なおこれら就職者のうち、自営業に従事するものをみると、高卒男子二％、女子五％
中卒男子七％、女子九％（いずれも就職者に対する割合、一一一八年三月卒）である。
これら就職者の職業及び産業別分類を第一一・第三表に示そう。中卒・高卒及び男・女によって、従事する職業の上
にかなり大きな変化が見られるが、一一一五年と一一一八年の間にはさほどの変化は認められない。
いずれにしろ、一一一八年三月高校卒業の年令に関して計算すれば、自営業就職者を除外して男女共に約六○％強の人
年少労働者の実態
三九
動が、第三。四節ではその労働及び生活の実態が問題とされる。なお第一一一四節の関係は、第一一一節において、事例研
究によってなされた接近が、先行する諸研究によって明らかにされたことがらと、あわせ利用されて、第四節での数
量化による接近の枠組を構成するという関係にある。
なお、沼津・一一一島地域の全体としての構造及び変化については、この共同研究のメンバーによってすでに発表された論文『工
業化の進展と地域社会の変化ｌ静岡県三島市調査報告』（北川・石川共著、『社会労働研究』第ｎ巻第３号所載）を参照していた
だきたい。
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第３表就職者の産業別
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「林業・狩猟業」「鉱業」は皆無
（教育委員会への報告より計算）
たちがこの年令までに労働力市場に投げ入れられるこ
とになる。ところで彼らはどのような層からなってい
るのであろうか。沼津・三島両市より、，それぞれ高校
・中学を一校ずつ抽出して調査を行ったが（以下の資
料はこの調査結果に基づく）学校で記録されている保
護者の職業は、単に「会社員」、「農業」．、「商業」等の
記入にすぎないため、就職者と非就職者の家庭を階層
的
に
比
較
で
き
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
か
っ
た
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た
だ、中学校の教員の話によれば、「最近では、家庭が
貧しいために家計補助の目的で就職するという子供は
少く、勉強がきらいで成績が悪く進学もできないから
就職するという子供が多い」ということであった。第
四表は就職者の数学・英語・美術（中学のみ）の成績
から、三年生の二学期における成績を上・中・下にわ
けたものであるが、成績の悪いものが多いということ
か
ら
し
て
、
こ
の
こ
と
ば
が
あ
る
程
度
証
明
さ
れ
て
い
る
と
い
えるかもしれない（もっとも、進学者中心に授業がす
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第４表就職者の成績
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すめられている現在の中学では、この因果関係は逆とも考えられる
が）。次にこれら中・高新卒者の就職先についてみよう。沼津・三島両市全
体の新卒者の就職先の職業別、産業別の数字は第一一・第三表に示した
とうりであるが、これを地域別（第五表）及び規模別（第六表）の数字と
あわせてふると、この地域での年少労働者形成のだいたいの傾向がは
っきりして来る。すなわち、この地域では、中卒の新労働力は、その大
部分が地域内で吸収されるが、就職先の規模からいえば中小企業が圧
倒的に多い。男子は製造業労働者に、女子は製造業労働者のほか卸小
売業及びサービス業に、集中する。年少労働力の不足という最近の状
況下では、中学新卒者への求人は非常に増大しているのであるが、そ
れでも一一一五年と一一一八年の間の変化はさほど大きなものではない。職安
職員の話によれば、「最近は求人側がコネクションを最大限に利用す
る」ということであるが、このような「義理」にしばられて就職先が
この地域に限定されるという傾向はむしろ増大しているようである。
もちろんこの増大は、最近の沼津・三島地域における工業化の進展と
も関連があろう。このように、中卒労働者は、現在もなおこの地域に
第５表就職者の就職先地域別
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※「沼三地域」とは，沼津市，三島市，清水町，長泉町，裾野町を合･む
〕遍勤可能な地域。「静岡県下」はこの=市三町を除いた県下をさす。
第６表就職者の就職先規模別
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ル数の関係もあって全部を合計した数字を示した。成績のよいものほど大規模な企業に就職しているという関連が見
られよう。ただし、一一つの表から明らかなように、この関連は一一一八年一一一月卒業の場合には弱められて来てはいる。つ
まり、この地域ｌ及び日本全体としてもｌの工業化の進展の中で、年少労働力の不足に伴って、従来の労働力市
場の秩序が破壊されつつあるということがいえるのではなかろうか。なお、業種との関連でいえば、中卒では製造業
第７表在学中の成績と就職先の規模
（Ｓ35.3卒業）
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とにかく、このような就職先の規模の拡大に応じて、
その地域も県下及び京浜地域に拡大されるようにな
る。女子は圧倒的に事務労働者が多く、男子では半数
Ｏ
近い生産工程作業者が含まれる。
現在の日本の労働者の賃金は非常に大きな規模別格
差を伴っており、それが労働者の階層構成をなすわけ
であるが、以上に明らかなように、この階層構成は、
中卒・高卒という学歴差によって、新労働力形成の際
に
す
で
に
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と同時に、このような階層構成が在学中の成績によ
ってもそうとう強く条件づけられていることにも、注
目しておく必要があろう。この点では、中卒・高卒、
男・女共それほど差がないので、第七表には、サンプ
第八表は、就職後調査時点までの三年半の間における就職先の移動の回数を示したものである。中卒の場合には約
半数が移動の経験をもっており、一一回以上移動しているものもかなり多い。高卒の場合は四○％弱の移動がみられ
年少労働者の実態
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以上、中・高新卒者の就職状況から年少労働者の形成をみて来たわけであるが、それではこのようにして形成され
た年少労働者の実態はどのようなものであろうか。それを明らかにするために、われわれは、先に抽出した四校の三
五年一一一月卒業の就職者についてインタビューによる事例研究を行い、また郵送法による質問紙調査を行った。
四校とは、沼津市立高、一一一島南高、沼津三中、一一一島北中である。インタビューは、調査期間及び就職者の集中度の関係から、中
卒者に限り、任意に選択した約二○名に対して行った。質問紙による調査は、中卒就職者全員、高卒就職者三分の一（非作意抽
出）に対し、自記式・郵送によって行った。当初のサンプル数は、中卒一一一一二、高卒一八一一一、このうち、転居により返送されたも
のが中卒二六、高卒四、結婚、進学等の理由で調査対象でなくなったものが中卒五、高卒四であり、これらを除いた有効サンプ
ル数は中卒二○○、高卒一七五となった。回答数は中卒二○、高卒一○二であり、回答率は中卒五五％、高卒五八％となる。
郵送法による回答率としては高い方であるが、それでも半数をややこえる程度であるので、サンプルに若干のかたよりがありう
に、高卒では金融業及び公務に、成績の上のものが多く、共通して卸小売業・サービス業に下のものが多いが、これ
は労働の種類との関連であるよりはこれら業種の規模との関連によって生じている傾向だということができよう。
ることは考慮しておかねばならない。
その調査によって明らかにされた年少労働者の実態を述べるが、この節ではまず労働力移動の問題をとりあ
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第９表最初の就職先の規模と
移動経験の有無
者のうち、大企業就職者が母集団のそれに比して大きいことから考えれば、中卒での
移動率は実際にはもっと大きなものであるといえよう。
したがって、移動の理由もまた、第一○表に示したように、労働条件への不満が大
きなものとなる。ただし、この場合も、高卒者においては現実の不満というよりは、
企業の将来性への不安ということが大きなウェイトを占めているのに対し、中卒者に
おいては不満はより直接的である。労働時間が不確定であるとか、労働環境が悪く労
働災害が多いというような、実際たえがたいような条件が移動の原因になっている。
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噸人以上の規模での移動が非常に少いのに比し、九
噸九人以下の規模では移動率が七割をこえている。
法このことは、大企業では終身雇傭制が一般的であ
伽るのに対し、中小企業において労働力移動がかな
、ｑりはげしいという一）れまでもたしかめられて来た
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第10表移動の理由（最初の就職先から２度目のものへ）
労働条件が悪v、 ％９
９
９
３
８
１
８
３
３
２
仕事がおもしろくない年少労働者の実態
人間関係がおもしろ《ない
非自発的な理由
他企業からのひき抜き
家庭の事情
その他
無回答
計 100(89）
接的であるため、うるさくいわれてやめるというような例が多い。イングピ
ューで確かめた範囲で興味があったのは、このようなさまざまの不満にもか
かわらず、給料に関する不満はほとんど聞かなかったことである。この点に
関しては、「ブッブッいってゑてもしかたがない」という受けとり方が多く、
たとえ不満ではあっても移動の直接的な原因となることは少いようである。
いいかえれば、給料への不満は常に底辺に横たわっているにしても、それだ
けでは移動の原因となりえず、むしろもっとささいな動機が移動の原因とな
っているといえよう。このことは、彼らがなおハイティーンで、大部分のも
のが小遣いかせぎに近い状況にあるという理由によって強められている。そ
して、おなじくこの年令的な条件が、労働市場における彼らの優位性を保証
しているため、彼らは実に気安く勤め先をかえているようである。
ところで、このようなさまざまな理由で移動した彼らの、移動先はどのよ
うな状況なのか。第二表にふられるように、実際には中小規模企業内部で
の移動が半数以上を占める。それも圧倒的なのが九九人以下規模内での移動
である。しかし中小企業から大規模企業への移動もほぼ四分の一あり、いっ
たん中小企業へ就職した年少労働者が、地域の工業化の進展の中で、多少と
も大規模企業に移動していることが認められる。これに対して大規模企業か
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●第11表最初の就職先の規模と２度目の就職先の規模（実数）
Ｉ大規模企業内での移動 ８
Ⅱ中・小規模企業から大規模企業への移動
ｉ）100～499→500以上
ｉi）９９以下→500以上
小計
Ⅲ大規模企業から中・小規模企業への移動
ｉ）500以下→100～４９９
，）500以下→99以下
小計
Ⅵ中・小規模企業内での移動
ｉ）100～499→100～499
ｉｉ）100～499→99以下
iii）９９以下→100～499
Ｗ）９９以下→99以下
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（規模不明１，失業中２を除く）
第12表最初の就職先での仕事の種類と２度目の就職先での仕事の種
類（実数）
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ら中小企業への移動、大規模企業内での移動は少い。また仕事の種類でみると（第三一表）、生産労働内での移動が最
も多いが、生産労働から販売労働・事務労働への移動もかなり多い。後者は特に女性の間に多くみられる。ただし、
中卒の女性の場合、販売労働、それも小一商店の売子が大部分であり、そこでの移動ははげしくなる。
なお、このような移動に際しての紹介者をみると、最も多いのが「親・兄弟・親類またはその人たちの知人」で五
四％、ついで「友人」が一五％であり、「職業安定所」一○％、「募集広告」九％という数字が示すように、制度的な
ものを介して無面識の企業に移動することは少いようである。したがってまた、インタビューでたしかめた範囲で
は、新らたな企業への就職に際して試験らしきものがおこなわれるということも皆無だといってよい。
このようにみて来ると、この地域での年少労働者の移動には、ほぼ次のような三つの型を考えることができよう。
第一に、移動者の最も大きな部分を占めるものとしての中小企業内での移動。これは、大部分が中卒者によって占め
られ、男子は生産労働、女子は販売労働を主としつつ、短期的な期間で移動をつづける。後にもみるように、彼らは
移動をそれほど重要なこととは考えず、また彼らが眼前にしている親方Ⅱ主人Ⅱ企業主自体が小さく不安定なもので
あるだけに、それは彼らの手のとどく地位であり、彼らもまたその地位を将来に夢みている。こうして現実には、彼
らはこの地域の中小企業を流れ歩く、典型的な中小企業労働者となるであろう。第二に、大規模企業から、中小企業
への移動がある。その原因は必ずしも一様ではないが、大部分が不適応であるといえそうである。不適応ということ
は、大企業労働者に要求されているある種の人間になり切れなかったということである。彼らは、いったん中小企業に
移ってからは第一の型の移動をつづけるものと考えられる。第三は、中小企業から大規模企業への移動がある。この
場合「企業の将来性」ということが移動の主要な理由となる。高卒男子にこの移動の型がかなり多くみられるが、こ
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ってゆきたい。
事例となるべき年少労働者たちは、沼津市立沼津第三中学校を昭和一一一五年三月に卒業し、ただちに就職した少年、
少女たちからえらばれた。この選択にあたっての方針は、産業の種類、企業の規模、対象の性別などで、事例が、地
区の年少労働者の全体がもつ属性となるべく近似した属性をもつようにするところにあった。ところが、実際に面接
のために職場への訪問をはじめてみると、三年間に転職しているものが多く、訪問は出身中学校にのこされた卒業時
の就職さきの記録によったので、面接ができないぱあいがしばしば生じた。転職さきを追ってゆく努力もなされた
が、つねに成功したわけではない。さいしょにえらんだ事例は一二であったが、面接に成功した事例は］○にすぎな
年
少
労
働
者
た
ち
の
労
働
と
生
活
と
に
た
い
し
て
、
事
例
に
よ
る
接
近
を
お
こ
な
お
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
目
的
は
、
と
り
あ
え
ず
、
二つかぞえられた。すなわち、その一つは、のちにおこなわれる数量化による接近では、とらえがたい、あるいは、
すくなくとも見失われがちな、現実の全体性にちかずこうとすることである。この「全体性」の概念については、多
くがかたられねばならないが、いまは、それを控えることにする。のこりの一つは、すでに述べたように、数量化に
よる接近のための枠組の一部をひきだそうとすることである。以下の叙述も、これらの目的をはたすように、おこな
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のような移動の道がどのていど開かれているかは、それぞれの企業に対する調査によらねば明らかにしえないであろ
う
。
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②Ｆ発動機に就職をする気持になったのは、中学校三年生の一一学期、受け持ちの教師にすすめられたからです。自
分としては、自動車の修理工になりたいという希望をもっていましたが、Ｆ発動機ならば就職さきとして悪くないと
もおもいました。ここにはいってから、これまでにやってきた仕事は、一年目がヘットの穴あけ、二年目がシリンダ
ー・ラジアル、三年目の現在が第二工場・第四機械・シリンダー初工程でセンパンです。一年目から仕事はつまらな
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い。このうちの六の面接記録の一部を以下に紹介する。
接近の方法は、事例となった年少労働者の勤務さきを訪問し、本人と人事関係の責任者とに別々に面接するという
やりかたをとった。本人にたいしては、一時間から一時間半ほどの自由な対話のなかで、②労働過程と労働組織、②
賃金・消費支出と家族組織、⑥労働時間・余暇時間と余暇消費という三つのことがらについて、それぞれの実状と、
その実状にかんする意識をたずねた。人事関係の責任者には、企業の一般的な概況と、事例となった年少労働者の特
性とをたずねた。以下の紹介のなかでは、まず、企業の概況をてみじかに述べ、ついで、本人があきらかにしたこと
がらを、なるべく本人がもちいたことばで、示してみる。
（事例１）Ｙ・Ｋ君。”男子、一八才。
Ｆ発動機につとめている。同社には労働者が五○○余名はたらいており、この地区では、中学校の卒業生がそこに就職するこ
とができるならば幸運であるとされる、安定した、大きい企業である。もっとも、そうはいっても、それは、Ｆ重エの下受け企
業であり、株の六○％はＦ重エがもち、商標もＦ重工と共通している。消防ポンプ、空冷エンジンなどを製作している。労働者
は、生産部門と管理部門とでほぼ半数づつにわかれる。前者は、さらに三つにわかれ、第一工場（消防ポンプ）、第一一工場（空
は、生産部門と管理部串
冷エンジン）、第三エ場
（その他）となる。
選
挙
は
、
こ
の
あ
い
だ
の
だ、経験がありません。
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かつた。その理由は、仕事がすぐわかってしまうからだ、とおもいます。自分がやらされている仕事がつまらなくみ
えるのにつれて、ほかの企業の仕事がおもしろくみえてくるものです。友だちのひとりで、三年間に七回転職したも
のがいますが、おもしろい仕事を求めてそうしたのだろうし、その気持はわかります。自分たちにとっては、まだ、
仕事のおもしろさがなにより大事なのです。賃金の額のほうが大事になるのは、やはり、一一○才をすぎてからではな
いでしょうか。組合はありますが、私は、とくにつよい関心をそれにもっているわけではありません。組合の代議員
選挙は、このあいだの六月にありました。一一○人の班から、一人の代議員が出るしくみになっています。私は、ま
○、○○○［
で、ふつう脛
あるのです。
私の家族たちは、みな、いっしょに、叔父の家においてもらっているのです。父は、結核で、この八年間ずっと寝
ています。母は、五年ほどまえに亡くなりました。働いているのは、兄と私との一一人です。だから私は、仕事はつま
らなくとも、がまんして、手がたく、平凡にゆこうとおもいます。事業をやりたいとはとくにおもいません。希望
は、家族の者たちの健康だけです。
⑥仕事は、八時から四時二○分までです。五時には帰宅しており、一○時ごろには就寝します。暇な時間は、主と
②賃金は、基本給一一一、○○○円、それに諸手当がつきます。しかし、社内預金一一、六○○円、そのほかを差しひ
かれると、手取りは一○、○○○円ほどです。初任給は六、○○○円、毎年一一、○○○円づつ昇給してきました。一
○、○○○円のなかからは、家に五、○○○円をいれます。これは、同じ年頃のほかの人びとにくらべると多いほう
で、ふつうは、三、○○○円くらいしかいれないのではないでしょうか。しかし、これには、家族の者たちの事情も
Ｆ製菓につとめている。全国的に著名な製菓会社で、この地区で中学校を卒業して就職をする女子生徒が、まず、ねらう企業
の一つである。作業内容が女性むきであり、労働条件が比較的にはもっともよい部類に属するからである。企業内部は八つの課
にわかれるが、中学校卒業の女子が配属されるのは、製造一課（ミルキー、ハイカップ、チュウイングガム、そのほか乳製品）、
製造二課（ビスケット）の二つである。
②Ｆ製菓に就職したいとおもったのは、会社は大きいし、姉がここで働いていたからです。はいって一年目は、ミ
ルキーのサック詰めとラッピングをやりました。二年目からはビスケットのボックス詰めをやっています。スィータ
ーといって、ジャム入りサンドのビスケットを、五色のいろどりで詰めあわせるのです。仕事は、第一包装班から第
一一一包装班までにわかれてやっています。｜班ごとに、一○年くらいの経験をもつ男子の班長がいて、そのしたに、組
が五つ六つあり、組長は女子、組員は一組あたり一一○人くらいです。仕事ははじめおもしろくなかったけど、いまの
ビスケットのボックス詰めはおもしろい。この、おもしろいか、おもしろくないかは、仕事の内容よりは、いっしょ
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して、ギターをひいてすごします。ギターは、就職して一年目にならいはじめ、ちょうど一年間ならいました。いま
は、ひとりで勉強したり、沼津古典ギター愛好会の会員として仲間と勉強したり、しています。この会で、文化祭や
そのほかの機会に発表会をもよおします。八月二四日の発表会では、私も、合奏に出演しました。ひいたのは、アン
ダ
ン
テ
、
月
見
草
、
小
鹿
の
バ
ン
ピ
の
三
曲
で
す
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（事例２）Ｓ・Ｋさん。女子、一八才。
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に働くひとたちによってきまるようにおもいます。私のぱあい、さいしょは、トヅポイのがいっしょで、いやだった
のです。いまは、気があうひとたちばかりで楽しい。組合はあります。代議員を粗でえらび、その人たちが主として
活動します。ふつう、代議員には古参のひとたちがなります。私は、もちろん、やったことがありません。今年の夏
のボーナス交渉では、時限ストをやりました。時限ストはときどきやります。
②そのほかにも、賃金は、基本給が一四、四○○円、これに皆勤手当、早出手当などがつきます。手取りは、社内
預金を一、五○○円さしひかれて、一三、○○○円くらいでしょうか。初任給は六、○○○円でした。一一一一、○○○
円からは、まず、漁業協同組合に五、○○○円を貯金します。洋裁の月謝が七五○円、あとは、ぜんぶ、お小遣いに
します。洋服は、平均して、一月に三着くらいこしらえます。
家族は、漁師をしている父親、母親、兄夫婦、弟、それに私で、六人です。結婚の相手をかんがえるとしたら、ふ
つうは、サラリーマンというのでしょうけど。私は、もう、結婚するつもりで交際しているひとが居るのです。電気
関係の技術者なのです。結婚をして、その人がお店をもつようになればよいとおもいます。結婚は私が二○才になっ
たら、なるべくはやくしようとおもいます。そうしたら、相手の両親もいっしょにくらすことになっています。
⑥会社がひけたあと、週に三回は洋裁、一回は活花をおそわりにゆきます。洋裁は一一一回で四時間くらい、活花は一
回に一時間くらいでしょうか。スポーツは、バレエポールやソフトボールをほかのひとは会社でやっていますが、私
はやりません。週に四回もならいにゆくとなると、けつこう忙しいのです。読書は、新聞に週刊誌くらい。いまの状
態で、不満らしい不満はないといってよいとおもいます。
（事例３）Ｙ・Ｓさん。女子、’八才。
②Ｆ製菓に就職したいとおもったのは、友だちがここに居て、話をいろいろきいていたからです。でも、賃金がた
かいということは、主な理由ではありませんでした。仕事は、一年目は手包装で、。ハイ・ハィを巻いたり、クラッカー
をつめたりしていました。そのあとは、いままで、サンドマシンの運転や製品とりをしています。仕事は、さいしょ
は、すわっていられたから楽でしたが、いまは、立ちづめで苦しい。それに、仕事が、かわったはじめはよいのです
け
ど
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す
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②賃金は、基本給が一四、四○○円、手当、社内預金、そのほかを、くわえたり、ひいたりしますと、手取りはど
のくらいでしょうか。注意したことがないので、よくわからないのですけど。とにかく、そのなかから、家に四、○
○○円いれて、さらに、三、○○○円を貯金します。そのほかは小遣いで、主なつかいみちは、洋服をこしらえるこ
と
と
、
会
社
の
友
だ
ち
と
あ
そ
び
に
ゆ
く
こ
と
で
す
。
家族は五人、父親、母親、弟二人、私です。父親は、材木会社をやっています。結婚は、まだ、かんがえていませ
ん。もうすこしあそんでいたい。いずれ結婚するときは、サラリーマンとしたいとおもいます。でも、恋愛の機会を
もとめて、ちょっと積極的にうごけば、あいつは「いいたま」だといわれるでしょう。私は、それで、いやなおもい
をさせられた経験もあるのです。
⑥会社は、八時一一○分に始業、四時三○分に終業です。会社で、いろんなお稽古ごとをやったり、なんかして、六
時ごろに会社を出ますｇ帰宅したあとは、お店のほうであそんで、入浴し、テレヴィジョン、夕食、就寝と、だいた
い、きまっています。私は、あそぶのがとても好きです。休日は、かならずといってよいくらい、会社の仲間といつ
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Ｆ製菓につとめている。同社については、事例２を参照。
②ｓ水産にくるまえに、四つの職場ではたらきました。さいしょは、Ｆ発動機（事例１を参照）で、職業安定所か
らすすめられて就職しました。しかし、仕事は単調だし、賃金はひくい。一年一一一カ月でやめました。つぎがＳ製作所
で、友だちの紹介ではいりました。これは、Ｔ製作所の下請けですが、会社としては大きかったようです。一年半い
てから、やめました。喧嘩して、掛長をちょっと殴ったら、うしろに吹きとんで、ひっくりかえり、顎の骨がどうか
なったということが理由です。一一一番目がＹ機械で、半年いました。アイスクリーム製造機をつくる町工場で掴工員は、
私をいれて一一一人という小ささです。いままでやった仕事のうちで、おもしろかったのは、ここの仕事だけです・そ
の、機械をつくる仕事は、ほんとうにおもしろく、はりあいがありました。あれは、図面をわたされて、一つの機械
を、さいしょからさいごまで、一人でつくらせてくれたから、おもしろかったのだろうとおもいます。やはり、頭を
つかう仕事はおもしろい。しかし、ここも、仲間を殴って、やめました。四番目がＡ建設で、四カ月いました・仕事
は木工です。いやになった理由は、仕事が単調で、しかも、仕事場が自宅にちかいときているので、なんの変化もな
いからです。変化がほしくて、やめました。それから、このＳ水産にきましたが、ここもつまらない。でも、できれ
ば、一一○才まで辛棒してから、よその土地にゆきたい。ダンプカーの運転手をしたいとおもいます。あの仕事は、稼
ぎ
が
よ
い
の
で
す
。
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しょに出かけます。映画やスケート、
（事例４）Ｍ・Ｔ君。男子、一八才。
ｓ水産につとめている。労働者が数人の典型的な零細企業である。製氷をおこなういつぼう、賃冷蔵室をやっており、そこに
水産物をあずかっている。
キ
ャ
ン
プ
に
も
よ
く
ゆ
き
ま
す
〈
五六
②賃金は、二」、○○○円とちょっとです。これから、五、○○○円を家にいれます。貯金は、まえはしていまし
たが、いまは、あまりしません。のこりは小遣いにしますが、洋服代にはかなりつかいます。背広は、いま、六着も
っていますが、まだ、こしらえたい。月賦でこしらえるのです。
家族は七人です。父親は、コンクリート会社につとめていましたが、このあいだの七月に亡くなりました。祖母と
母親、兄弟は四人います。長兄は国鉄につとめ、次兄は製図屋でＴ製作所の下請け企業にいます。一一一番目の兄は鉄工
場、弟は中学校の一一一年生です。
⑥ここは、八時に始業、五時に終業です。帰宅は六時半、入浴し、夕食をとったら、寝るまでテレヴィジョンをみ
ています。土曜日はよく映画にゆきます。家にいてもつまらないのですが、外に出ても道楽があるわけではないの
で、困ります。趣味といわれると、つりが、いちおうは趣味ということになるのでしょうか。ハゼやウナギをつりに
ゆくのは好きですが、いまのこの季節は、だめです。そのうち、自動車の運転をおしえてもらうつもりです。一一ヵ月
もあれば、ぜんぶのみこんでみせます。これは、将来、ダンプカーの運転手となる準備です。
（事例５）Ａ・Ｈ君。男子、一八才。
レストラン．Ｔ軒につとめている。Ｔ軒は、労働者二八○人、この種の店としては、大きいほうである。また、沼津では、由
緒がある店として知られている。企業内部は、調理部、販売部、パン工場、グリル、駅売店、そのほかにわかれる。レストラン
だけではなく、パンや駅弁の製造・販売までをやっている。宴会場を貸すのも主要な業務の一つである。
②コックは、ほんとうに一人前になるのに一○年、ふつうのレストランで通用する程度になるのにも五年はかかる
のですから、たいへんです。ここに就職してから、一年目は洗いながし、一一年目からは野菜洗い、サラダの準備、冷
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蔵庫の管理、補充などをやってきました。仕事は楽ではありません。チーフから叱られたときなど、いやになること
もあります。いやになることがもっとも多かったのは、やはり一年目でしょうか。いまは、仕事をおぼえることの大
事さがわかってきましたけど、それでも、朝の八時から働きづめに働いて、一一一時ごろから疲れてくると、参ってきま
す。でも、苦労しても、技術が自分の身につくのですから、苦労のしがいがあります。いずれは、レストランを一軒
もちたいとおもいます。そうしたら、名物料理を一つきめて、それで、店の名を売るのがよいとおもっています。こ
のＴ軒は、カレー料理で名を売ったときいています。
②賃金は、手取りで一四、五○○円です。このうち、『○○○円を店にまかない費として、八、○○○円を家に
食費として、いれます。このほか、さだまった支出としては、一五年がけで一一五○、○○○円になる簡易保険にはい
っているので、その掛金があります。小遣いにするのは、｜、五○○円くらいでしょうか。衣類と映画、それに、飲
食費につかいます。飲食費は、私たちには、トレーニングの費用としての意味をもっています。ほかのレストランで
飲食して、勉強するのです。このＴ軒とはりあっているＮ軒には、従兄がいますが、まけたくありません・あちら
は、量が多いので評判ですが、質は劣っているとおもいます。
家族は、四人です。父親は冑がわるくて、家で、ぶらぶらしています。母親は工場に出ています。子どもたちは、
もう、止めてほしいというのですが、本人はつづけるつもりのようです。あと、弟がいます。
③八時に始業、八時に終業ですから、平日は、ほとんど、暇な時間がありません。休日は週一度です。七月から八
月は海水浴シーズン、一○月から一一一月は結婚式シーズンで忙しくなります。一一月と九月はわりあい暇で、たまには
五時終業ということもあります。休日には、中学校時代からの友だちがやってきて、ソフトボールをしたり、雑談を
したりします。雑談の話題には、あそび関係のものをえらびます。仕事関係では、賃金のことぐらいは話しても、仕
事の内容には触れないようにします。ほかのひとの仕事の内容をきけば、それがおもしろそうで、そちらに転職した
いという気持が、どうしても出てきますから。これは、私だけが注意していることではないでしょう。おたがいに、
なにもいわないでも、同じようなことをかんがえているのではないでしょうか。
などでしょうか。
定していません。
家族は、四人三
Ｔ軒につとめている。同店については、事例５参照。
①Ｔ軒に就職したいとおもったのは、隣家のひとが勤めていたことや、親族のすすめ、露囲気がよいこと、同年輩
のひとが多いこと、などによっています。初任給は四○○○円で低いほうでしたから、別に、賃金が理由だったわけ
ではありません。一年目は洗いながしと、鉄板、卵を置く台の清掃、一一年目はおすし、サンドイッチの掛りにまわさ
れ、油揚を煮ていました。三年目で、ようやく、駅弁の料理を手伝っています。仕事に不慣れなことや、いっしょに
働くひとたちとうまく話せないことで、さいしょは苦痛でした。しかし、一カ月もすると話ができるようになりへ三
カ月くらいで仕事もいくらかのみこんできました。
②賃金は一五、○○○円で、いちど、ぜんぶを家にいれます。それから、お小遣いをあらためて、三、○○○円か
ら四、○○○円ほどもらいます。なににつかっているのか、自分でもはっきりわかりませんが、やはり、洋服と映画
などでしょうか。飲んだり、食べたりにはあまりつかっていないつもりです。貯金はしていますが、毎月の金額は一
いという気持が、どう，
なにもいわないでも、曰
（事例６）１．Ｍさん。
四人で、母親、弟、祖母と私です。父親は、私が小学校四年生のとき、亡くなりました。母親は映画館に
年少労働者の実態
五九
女子、一八才。
以上の六の事例からみるかぎりで、発見されることがらをすこし整理しておきたい。
労働過程と労働組織とについては、つぎの五点に注目しておきたい。②労働過程は、その単純性、単調性、部分性
などにより、年少労働者たちに、関心がもてない作業に強制されてしたがう苦痛をあたえている。年少労働者の頻繁
な転職のかなりの部分がこの苦痛とかかわっているのではなかろうか。②これにたいして、わずかに例外をなすの
は、料理人など、特殊な技術、正確には、技能の要素を比較的多くふくむ技術を習得する機会をもつ年少労働者たち
である。彼らの労働過程にたいする意識にみられる特性の一つは、職業的自尊心である。⑥このほか、肉体的疲労、
年少労働者の実態
六○
つとめています。もう四五才になるので、働くのは辛いようです。母親にはやく楽をさせてやりたい、というのが、
いま、私がもっている、もっともつよい希望です。そのためには、沼津商業高校二年生の弟にも、はやく一人前にな
って、かせいでもらわねばなりません。私の将来、とくに結婚のことなどは、すこしはかんがえますが、まだ、現在
の家族のことで精一杯というのが実状です。
⑥ふだんは、五時に終業、五時半に帰宅、食事をつくり、風呂をわかし、入浴、食事、あとかたずけと追われま
す。とても、忙しいのです。なにかをする暇もありません。週に一度の休日は、寝ていることが多い。先週は木曜日
が休日でした。でも、その休日に、公休者ばかりいっしょに、映画にいったり、小旅行にいったりもします。このあ
いだは、日活の「美しい暦」をみました。したいことの一つはスポーツです。昼休みなど、いくらか時間があります
から、バレエポールをやってみたい。でも、用具や場所の問題で、会社にかけあうひとがいないのです。組合はあり
ません。
賃金。消費支出と家族組織とについては、つぎの三点に注目しておきたい。②現在、所属している家族にたいし
て、つよい一体感をともなう関心がいだかれているばあいが多い。女子のばあい、くわえて、恋愛・結婚。あたらし
く形成する家族への関心が、多かれ少かれ、ある。②賃金は一○、○○○円から一七、○○○○円までのあいだに分
布している。これについては、その低額についての不満は、かならずしも一般的ではない。これは、賃金から、自分
ひとりの生活費を得ればよいことが多い年少労働者の生活のせいがあるのかもしれない。賃金の社会科学的本質につ
いての認識は彼らにみいだされない。⑥家族に生活費として五、○○○円から一○、○○○円までをいれ、あとは、
小遣いと貯金でほぼ二分してつかわれる。小遣いのつかいみちは、娯楽と衣服が主である。
労働時間・余暇時間と余暇消費とについては、つぎの三点に注目しておきたい。④労働時間は、比較的小さい企業
では、ながく、不安定になりがちである９年少労働者たちは、このながい労働時間に苦痛をおぼえることもあるが、
充分な抗議の姿勢は示されていない。また、労働時間の長さは余暇時間をとぼしくし、余暇志向のよわさをまねいて
い
る
。
②
比
較
的
大
き
い
、
安
定
し
た
企
業
の
年
少
労
働
者
た
ち
に
は
、
労
働
時
間
が
さ
だ
ま
っ
て
お
り
、
余
暇
時
間
に
め
ぐ
ま
れ
、
余
暇志向がつよい。これは、彼らが労働過程に興味がもてない事実とみあい、家族への関心のつよさともかかわる。⑥
年
少
労
働
者
の
実
態
一ハー
同僚との折合の悪さ、上役の叱責なども、労働過程を苦痛なものにする。⑨以上の結果、自己の将来の労働生活につ
いて、積極的で明確な展望をもつことは困難となる。これにたいして例外にちかいものが成立したのは、商店などの
自営の方向においてのみである。⑤労働組合にたいしては、比較的うすい関心のありかたが基調になっている。反溌
・嫌悪はもちろんあるわけがないが、自分自身の問題として組合活動をかんがえるという域にまでは達していないよ
うである。
労働過程が、作業内容の単調性・単純性などによって、年少労働者たちに苦痛をあたえていることはＶすでに、注
目されている。この点を中心に、しばらく、みてゆきたい。
まず、「あなたは、現在のあなたの職業の内容・方法・技術について、興味がもてますか、もてませんか」という
質問にたいする回答結果をとりあげる。
前章においては、年少労働者たちの労働と生活とにたいして、六の事例を紹介し、そこから、いくつかのことがら
を抽象し、あきらかにしようと努力した。こうして、さいごには、労働過程と労働組織、賃金・消費支出と家族組
織、労働時間・余暇時間と余暇消費という一一一つの面で、一○余りのことがらを、いちおう、列記したわけである・そ
れらと、先行する諸研究があきらかにしていることがらを参考にしつつ、調査票を構成しておこなわれた数量化によ
る接近の結果を、以下に報告する。この叙述は、前者の叙述のある部分を確認し、ある部分を再検討すべき糸口をも
たらすであろう。便宜上、事例の紹介にあたって採用した一一一つの面の分類をここでも採用する。
年少労働者の実態
一ハーー
余暇消費の内容が、労働過程のための技術・技能の習得にあてられているか、あてられようとしているばあいがあ
る。これは、労働生活についてのある程度の積極的で明確な展望とかかわっている。
②労働過程と労働組織 ４年
少
労
働
者
の
労
働
と
生
活
ｌ
数
量
化
に
よ
る
接
近
‐
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第13表職業への興味（学歴別・性別）
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質問「あなたは，現在のあなたの職業の内容，方法，技術について，
興味がもてますか，もてません力丸」
■ 
調査対象全体では、「興味がもてる」三七％、「どちらかと
いえば興味がもてる」三○％、「どちらかといえば興味がも
てない」一一○％、「興味がもてない」一一一％となる。後の一一
つの回答のばあいを詳細にみると、学歴別では、さしたる差
はみいだされないが、性別では、女子にそれらの回答がやや
多い。たとえば、中卒女子のばあい、一一とおりの回答の比率
の合計は、男子のそれが一一五％であるのにたいして、三九％
にまでおよんでいる（第二一一表）。業種別では、製造業、卸・小
売業、などで、全体の傾向とほぼ似通った傾向が出ている。
これにたいして、運輸通信業、公務員などでは興味をもちが
たいという訴えが比較的すぐない（第一四表）。企業規模別で
は、この訴えが、一一九人以下の企業のみできわだって少
い。こころみに、後の一一とおりの回答の比率合計をふると、
五○○人以上で一一一五％、四九九人以下一○○人以上で三八
％、九九人以下一一一○人以上で一一一三％、一一九人以下で一一○％と
なる（第一五表）。やはり、小さい企業ほど、労働過程の分割
がすすんでおらず、それが、単調性・単純性の増大を阻止し
一ハ一一一
第14表職業への興味（業種別）実数（）内錫
1噸札零誉州麟騨興味がてなV、 計 年少労働者の実態漁業蓮一設業製造業卸・小売業
金融業
運輪・通信業
サービス業
公務員
分類不能
１ 
３ 
３５(30） 
12(46） 
１．’ 
7 
115(100） 
２６(100） 
５ 
２０(100） 
７ 
１９(100） 
３ 
2 
38(34） 
1 
28(24） 
５(19） 
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２(10） 
1 
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3(16） 2(11） 
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業種についての「回答なし」６を除く
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第15表職業への興味（企業規模別）
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100（５０） 
規模についての「回答なし」７ を除く
六四
ているからであろうか。前章の、
大企業のＦ発動機につとめるＹ・
Ｋ
君
の
ば
あ
い
と
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
製造機をつくる工員三人の町工場
Ｙ機械につとめていたころのＭ・
Ｔ君のぱあいとを、対照しつつ想
起してほしい。
つぎに、前間への回答の理由を
とう質問にたいする、回答結果を
とりあげてみる。
●自己のしたがう労働過程に興味
をもっているという調査対象全体
では「仕事が変化に富んでいる」
一五％、「仕事が全体的である」
一四％、「仕事が複雑である」二
二％、「仕事に社会的意義がある」
一五％、「仕事に自分がいかせる」
蕊！
第16表興味をもつところ（学歴別。性別）
計仕変 事が
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し年少労働者の実態
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100（４３） 女子
100(143） 合計
質問「どういうところに興味がもてますか」
● 一一四％と、理由が分布する。学歴別では、「仕事が複
雑である」「仕事に自分がいかせる」では中卒がめだ
ち、「仕事が変化に富んでいる」では高卒がめだって
いる。性別では、「仕事が変化に富んでいる」「仕事が
全体的である」などで女子がめだつ（第ニハ表）。これ
だけでは、納得が充分にゆく説明をつけることはでき
ないし、回答結果には「タテマエ」が多くふくまれて
いることも予想されるが、レストラン。Ｔ軒につとめ
るＡ・Ｈ君のぱあいなどをかんがえあわせれば、労働
過程の変化性・全体性・複雑性。あるいは、自分がい
かせるという回答には、ある程度の真実の意見も、ま
た、ふくまれているとみてもよいのではなかろうか。
さらに、サンプル数の関係で表は省略するが、自己の
したがう労働過程に興味をもたないという調査対象全
体では、「仕事が単調である」四一一％に、理由が大き
く集中する。ついで、「仕事に自分がいかせない」一一
九％、「仕事が簡単である」一一一一％、「仕事が部分的で
六五
第17表将来身につけたい職業技術の有無
（学歴別・性別）
職して三年もたつと、現在の社会構造のなかでは、自分の学歴によっては、ある程度のたかさの社会的地位を手に入
れるのが困難なぱあいが多いと知りはじめ、焦りはじめているということとかかわるのではなかろうか。
さて、そこで、「将来、身につけたい職業技術がありますか、ありませんか」という質問への回答結果をとりあげ、
現在の労働生活への判断と将来の労働生活への展望をみることにする。
対象全体では、「ある」五六％、「ない」四四％、中卒のばあいと男子のばあいとで、この差は、いっそう大きくな
ある｜なｖ、’計 年
少
労
働
者
の
実
態
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質問「将来，身につけたい職業技術がありま
すか，ありませんか」
第18表ある職業技術を身につけたい理由
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質問「具体的にかかれた職業技術を身につけ
たいとおもわれる理由はなんですか」
あ
る
」
八
％
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る
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かの事例による接近でもくり
かえしみたように、労働過程
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が
め
だ
つ
。
ま
た
、
「
仕
事
が
単
調
で
あ
る
」
と
似
通
う要素もある、「仕事に自分
が
い
か
せ
な
い
」
で
中
卒
が
多
い
が、これは、中学校卒業で就
一ハーハ
る（第一七表）。「ある」とするものに、理由を問うと、「興味をもてるから」四四％が主であり心「収入がたかそうだか
ら」は、きわめてわずかである（第一八表）。なお、念のために、現在の労働過程への興味があるかないかと、将来、
身につけたい職業技術があるかないかを、クロス集計してみると、前問で「興味がもてる」「どちらかといえば興味
がもてる」のいずれかにこたえながら、後問に「ある」とこたえる者は、七○％になる。こうして、てみじかにいえ
ば、年少労働者たちの大きい部分は、現在の労働が関心をよせることができるものであるか、ないかにかかわらず、
ほかの労働に関心をひかれがちである。そこには、いつぼうでは、意識されているかいないかにかかわらず、現実に
したがう労働が疎外された労働であり、その疎外にたいする反溌が表明されているともみえる。しかし、たほうで
は、年少労働者たちのがわに、なにか技術を身につけ、それによって、現在の社会のなかで、よりすぐれた生活の条
件と生活の意味を手に入れようとする、一種の「タレント主義」があるとも推測される。
これらの推測の裏付けに、第一九表をかかげておく。それは「あなたは職業にかんして、つぎのどれが大事だとお
もいますか」という質問への回答結果である。このぱあい、「技術・内容・方法に興味がもてる」四六％、「職場で他
の人とうまくゆく」三○％が主な回答である。事例においては、Ａ・Ｈ君の調理技術の習得の熱意、Ｍ・Ｔ君のトラ
ック運転の技術の習得へのあこがれ、などに、この実例をみてきた。なお、Ｙ・Ｋ君のぱあいのギターへの熱中など
も、このようなタレント主義の変形とみて、みられないことはあるまいとかんがえられる。
こんどは、労働組織の問題を組合に焦点をしぼって、みておきたい。
すでに、事例による接近において、年少労働者たちの組合にたいする関心のうすさを、いちおうみてきた。以下の
数量化による接近では、対象がつとめている事業所における組合の有無などにかんする基礎的な資料のみをあきらか
年少労働者の実態
六七
第19表職業で大切なもの（学歴別・性別）
｜lロ１町 年少労働者の実態
】Ｕ【、『
５１］Ｏ［ ＤｌｂＵ 
ＳｌｌＯＵ（lＵ８ [）’３８ 
Ⅱ】【Ｈと4F 
うｌｌＯＣリ2９上
10【１〃し
】Ｏ【１４【4８１１９１２６ 
うｌｌＵＵ（６９
一
同 ［]Ｏ【H１
質問「あなたは，職業にかんして，つぎの項目のうち，どれが大事だ
とおもいますか」
注）關査では大事なものを第１位から第３位までランクさせた。その
うちの第１位にかんするもののみが，この表にまとめられている。
六八
にしたうえで、その関心のうすさと関連するとおもわれる
社会的Ⅱ政治的無関心の一端にふれておきたい。
「現在あなたがつとめている事業所に組合があります
か」という質問にたいする回答結果をとりあげる。
対象全体としては、「ある」六一一一％、「ない」三七％とわ
かれる。学歴別では、「ない」に注目すると、中卒で五○
％、高卒で一一三％となり、中卒の年少労働者たちがより不
利な条件にあることが一示される（第二○表）。業種別では、
「ない」が、建設業、卸・小売業などで高率をもっている。
これは、一般的にも知られている傾向である（第一一一表）。
企業規模別では、それが小さくなるにつれて、「ない」の
比率が、多少の凸凹はあっても増大している。
なお、組合の有無と調査対象の加入の有無とは原理的に
はことなるが、実際のデータでは、組合があっても対象が
加入していないというぱあいがないので、あらためて加入
をとりあげない。また、組合の役員になり、実際活動にし
たがったという例もまれなので、ここではとりあげない。
第20表労働組合の有無（学歴別．性別） おわりに、年少労働者たちの組合にたいする関心のうすさの背景となる、彼らの、労働・階級・社会・政治などに
ついての意識構造を示す一一一とおりの表をかがげる。それぞれ、組合の有無で有沢を攻だが、侍記する｜まどり室ま徒
ある 回答なしない 計
中 卒男子
女子
小計
￣ ８
２
０
 
４
５
５
 
２
８
０
 
５
４
５
 
100（５６） 
100（５２） 
年少労働者の実態
100(108） 
高 卒男子 ６
６
６
 
７
７
７
 
４
８
３
 
２
１
２
 
100（８４） 
100（１７） 女子
小計
６
１
 100(101） 
中卒・高卒計男子
女子
合計
５
８
３
 
６
５
６
 
５
１
７
 
３
４
３
 
100(140） 
100（６９） １０
 100(209） 
質問「現在あなたポつとめている事業所に組合があ
第21表労働組合の有無（業種別）
かがげる。それぞれ、組合の有無で内訳をみたが、特記するほどの差はな
い。全体として、労働にたいしては消費志向の優位がみとめられる（第
Ｊ
 
跡一一一一表）。Ｆ製菓のＳ・Ｋさん、Ｙ・Ｓさんなどは、この実例であろう。
霞
また、自己中心主義も露骨に一不され
１
 
ある 計ない
建設業
製造業
卸・小売業
金融業
運輸・通信業
サービス業
公瀞員
４
８
９
０
０
３
９
 
１
６
１
８
０
４
８
 
１
 
師
釦
印
加
一
町
ｕ
100（７） 
100(115） 
100（２６） 
100（５） 
100（２０） 
100（７） 
100（１４） 
て（第一一一一一表）、階級関係では階級協
く除
調
主
義
が
圧
倒
的
に
多
く
支
持
さ
れ
る
を６
（
第
二
四
表
）
。
し
か
し
、
ま
た
、
そ
こ
に
Ｊ
 
糺は、社今室構造への着眼や階級につい
鵬ての正確な認識への萠芽もふいださ
ｒ
 
３れる。それらを、粗くロはどのように
脚してとりあげ、成長させてゆくこと
不類ができるかが、さらにかんがえられ
陽ねばならない。
１
 
Ｊ
②
賃
金
・
消
費
支
出
と
家
族
組
織
業臘つぎに、年少労働者たちの経済生
活にかんする資料を紹介する。ここ
六九
第22表組合の有無と労働に対する態度
ある|ない|畷｜計
自分は仕事そのものに喜びを感ずるよりも
仕事でえた収入で生活をたのしみたい
自分は仕事からえた収入で生活丑たのしむ
よりも仕事そのものに生き甲斐を感じたい
どちらともＶ､えなv、
わからない
回答なし
合計
6７ 3３ 100（７５） 年少
労
働
者
の
実
態
５
７
６
１
３
 
５
６
４
７
６
 
３
３
４
９
７
 
４
３
５
２
３
 
100（５３） 
100（６１） 
100（１３） 
100（７） 
100(209） 
２ 
０ 
質問「仕事と生活とについてつぎの意見がありますがあなたはどちら
に賛成ですか」
第23表組合の有無と生活改善の道
才。名
川（６！句&
川（Ｈｆつ４１ｺ［Z〕上信7百咽正《ｒＥ色
窒ＣＤｔ上組をカエえる２ ⅡI【,/卜。４１ｺ上
ｊｌｂＣ 川（１卜
]0（８ 
Ｊｌ１００(２０§ 
質問「生活してゆく方法についてつぎのような意見があります。あな
たの意見は，このうち，どれに一番近v､とおもいますか」
七○
では、調査をつうじてあきらかに
された対象の実態を記述するにと
どめる。
まず、月収をとうて「先月のあ
なたの収入は手どりでいくらでし
たか」という質問がある。これに
たいする回答結果をゑてみる。
調査対象全体では、月収を五、
○○○円きざみでみると、一○、
○○○円以上、一四、九九九円以
下に五三％が集中する。これに、
一五・○○○円以上、一九、九九九
円以下の一一七％をあわせると、一
○、○○○円台に全体の八○％が
ふくまれていることになる。この
範囲で、一五、○○○円以上、一
九、九九九円以下に、学歴別では
第24表組合の有無と労資関係への態度
ある｜なｖ、｜回答なし’計
100（１７） 
100（１９） 
100（２３） 
100（９２） 
100（５１） 
100（７） 
100(209） 
８
９
５
４
５
３
３
 
８
７
６
５
６
４
６
 
２
１
５
６
５
３
７
 
１
２
３
４
３
４
３
 
甲に賛成
どちらかといえば甲に賛成
どちらともいえない
どちらかといえば乙に賛成
乙に賛成
回答なし
会．計
年少労働者の実態
1４ 
０ 
質問「労働者階級と賓本家階級の関係につV､てつ香のような２つの意
見があり蚕す。甲：労働者階級と資本家階級の利害はまったく相
反しているから,労働者階級はあく左で賓本家階級とたたかわね
ばならない。乙：会社がもうかれば賃金があがるように，賛本家
階級の利害とプ労働者階級の利害はきゆうきょくにおいて一致す
るのだから，労働者階級と賓本家階級は協力しなければならない。
あなたは，甲・乙いずれに賛成ですか」
第25表先月の収入（学歴別．年令別）
|⑲深|::灘:蕊|{::灘:篝|捌鯉|鰈｜|;llliiliilll三に｜■■ 
計
100（５６） 
100（５２） 
100(108） 
中卒男子
女子
小計
９－100（８４） 
６１００（１７） 
１１００(101） 
９
６
９
 
１
３
８
 
４
２
３
 
６
５
０
 
３
６
４
 
５ 高卒男子子
計
女
小
４ 
円引臘９３７ ５０７ ３１２ ３５３ ４７５ ６９７ 豊体男子 １’１ 子計女合 Ｊ
よ
り
多
く
集
中
す
力肱る（第一一五表）。
圧業種別では、卸
化・小売業、製造
帥業および運輸通
脈信業などが、ほ
ど手
か
の
業
種
に
く
ら
は帆べて、より優位
剛を占めている。
枕それらにたいし
肌て、劣位が比較
院的めだつのは、
鯛公務員であろ
う。ほかの業種
中
卒
よ
り
高
卒
が、性別では女
子より男子が、
七
一
第26表先月の収入（規模別）（中卒・高卒計）
瞳臺構予ijiト
この賃金の使途については、多くを間うてはいないが、一一、三の表を紹介してお
きたい。対象全体のなかで、「親もとからはなれて生活している者」一七％、「親と
いっしょに生活している者」八一一一％となる（第一一七表）。両者のそれぞれで消費支出
のありかたが異なると予想されるので、それを別々に問うた。前者の消費支出を第
第27表生活の形態
ｎＪⅡし、Ⅱマモ､
２１６l１ＵＵ（ｂｂ 
】Ｕ【１０卜
jＵ（８４ 
L｣ 3０１１００（１［ 
甲
元
佇
〆
△
面
Ｏ【１４【閂
jＯ（６Ｌ 
j【】（２０P
質問「あなたの現在の生活についておたずねします。
あなたは現在，親もとからはなれて生活しています
か，親もとでいっしょに生活してv､蚕すか」
るように、ほかから抜きんで
ている（第一一六表）。一般に、
年少労働者の賃金構造の変化
として、業種間、企業規模間
の分散の縮少がいわれるが、
こ
の
資
料
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
こ
の
平
準
化
は
か
な
ら
ず
し
も
完
了
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る。 ○○
○
円
以
上
の
比
率
に
み
ら
れ
を
い
え
な
い
。
規
模
別
で
は
、
五
○○人以上の企業が、一五、
は
、
実
数
が
小
さ
す
ぎ
て
、
多
く
七 夕
いハ』ハロ苧炉ＩＦ『,:Ｗ『｣：Ｏｗｌ鰈ｙ「『’＄」．./･1.1.i､!’｣■ロ
第28表収入と生活（親もとを離れているもの）
収入の一部観に仕送り生活饗の－
逓親に仕送しないが親部を親から
、しているから援助も援助されて
うけないｖ、ろ
回答なし
合計年少労働者の実態
中卒・高卒計合計’２５ 5８ 11 ６１１００(36） 
質問「あなたの収入と生活とについてはつぎのどれがあてはまりますか」
第29表収入と生活（親といっしょに生活しているもの）
~￣~￣￣ 霧|震口蕊識FＦ
中卒僻計臺ﾄＩ'1N ' ３３３ ３３３ ３０９ ２４２ ８２６ 
質問「あなたの収入と生活喪とについてはつぎのどれがあてはまりますか」
一一八表に、後者のそれを第二九表に、示しておく。これらの
表だけからは決定的なことはいえないが、全体の六○％余り
が、自己の収入で自己の生活をささえており、三○％前後
が、さらに、ほかの家族員の生活の一部あるいは全部をもさ
さえていると推測される。
⑥
労
働
時
間
・
余
暇
時
間
と
余
暇
消
費
おわりに、年少労働者たちの労働時間・余暇時間を中心に、
余暇消費をもあわせ、それらの資料を紹介する。
労働時間を問い「あなたの勤務時間は平日でつぎのどれに
あ
た
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
た
い
す
る
回
答
結
果
を
み
よ
う
。
“
対
象
の
全
体
で
、
労
働
時
間
が
八
時
間
を
こ
え
る
と
こ
た
え
た
者
が
、
一
九
％
に
達
す
る
。
学
歴
別
、
性
別
で
は
め
だ
っ
た
差
が
な
い
（第三○壱。業種別では、卸・小売業、運輸通信業で、労働
時間のながさがめだっている。とくに、前者では、労働時間
が八時間をこえる者が五○％に達する。また、「まったく不
定で、平均しても意味がない」とこたえた者も八％もある。
サービス業も実数が少いので決定的なことをいえないが、労
七一一一
第30表労働時間（学歴別．性別）
鷲}綱 まったく不定で，平均しても意味がない８時間１分以上９時間59分以下 回答なし10時間以上 計 年少労働者の実態中卒男子女子小計 ７１９ ２３２ ３１２ ５５５ 100（５６） 100（５２） 100(108） ２２８ １ ４ １０ ６ ４６５ 
高卒男子
女子
小計
100（８４） 
100（１７） 
100(101） 
２
５
３
 
３
３
３
 
５
６
５
 
４
４
４
 
11 
13 
11 
1０ ２ 
６
１
 ８ ２ 
中卒・高卒計男子
女子
合計
０
２
１
 
３
３
３
 
７
７
７
 
100(140） 
100（６９） 
100(209） 
９
２
０
 
４
５
５
 
１
４
９
 
１
 
３
４
３
 
１
０
 
質問「あなたの勤務時間は，平日でつぎのどれにあたりますか」
第31表労働時間（業種別）
まったく
不定で平
均しても
意味がな
い
１４ 
１ 
８ 
６時間
１分以上
７時間
59分以下 瞬間鰯÷ 10時間以上 計
建設業
製造業
卸・小売業
金融業
運輸・通信業
サービス業
公務員
1４ 
３８ 
９
３
２
０
０
４
４
 
２
５
４
４
４
１
７
 
100（７） 
100(115） 
100（２６） 
100（５） 
100（２０） 
100（７） 
100（１９） 
４
８
３
 
１
 
２
 
2９ 
2７ 
6０ 
４０ 10 
14 
５ 
１４ 
５ 
５８ 
2６ 
働時間がながく、Ｔ軒の
Ａ・Ｈ君のことを想起さ
せる（第一一二表）。企業規
模別では、二九人以下の
労働時間のながさがめだ
く
つ
。
労
働
時
間
が
八
時
間
を
壌釘
こ
饅
え
る
も
の
は
、
実
に
、
四
６
 
Ｊ
四
％
に
お
よ
ん
で
い
る
（
第
しな一一一二表）。これは、全国
答個的にもみとめられる傾向
３で、とくにｎ四人以下の零
Ｊ
 
御細企業で、住みこみ年少
獺労働者のぱあいには、九
ｒ
 
１時間以上の労働時間が七
劇八％、二時間以上が二
隙五％におよぶのである。
さらに、「あなたの勤
七四
第32表労働時間（企業規模別）
６時間
１分以上
７時間
５９分以下 鞠､時間以± 堂ったく不定で平均しても意味がない８時間 計年少労働者の実態
500～ 
1004～9９ 
３０～３９ 
～２９ 
５
７
４
２
 
４
１
２
１
 
５
３
６
８
 
４
７
６
３
 
７
７
 
１
３
５
６
 
100(102） 
100（２９） 
100（２１） 
100（５０） 
２ 
５ 
２４ 2０ 
「回答なし」７を除く
第33表勤務時間が守られているか（学歴別・性別）
勤務時間
はだいた
いき襲っ
ているが
日により
30分や１
時間くら
い多v､少
v､がある
勤務時間
ははっき
りきまっ
ている力§
残業が多
いｏしか
し残業手
当がつく
勤務時間
ははっき
りきまっ
ていて，
守られて
いる。
回答なし 計
中卒男子
女子
小計
０
７
０
 
６
５
６
 
０
５
２
 
２
２
２
 
９ 
１０ 
９ 
１
８
９
 
１
 100（５６） 
100（５２） 
100(108） 
高卒男子
女子
小計
７
２
８
 
１
 
５
９
５
 
５
５
５
 
２
３
１
 
３
２
３
 
４ 100（８４） 
100（１７） 
100(101） 
２
６
３
 ３ 
中卒・高卒計男子
女子
合計
７
５
６
 
２
２
２
 ０ 
８
８
８
 
５
５
５
 
８ 
１０ 
９ 
６
６
６
 
100(140） 
100（６９） 
100(209） 
１
１
１
 
質問「あなたの勤務時間についておたずねv､たします。勤務時間は
はっきりきまっているでしょうか」
し
よ
う
か
」
と
い
う
質
問
に
た
い
す
る
回
答
を
ふ
る
。
対
象
の
全
体
で
、
「
勤
務
時
間
は
だ
い
た
い
き
ま
っ
て
い
る
が、日により三○分や一
時
間
く
ら
い
多
い
少
い
が
あ
る
」
九
％
、
「
勤
務
時
間
は
一
応
き
ま
っ
て
い
る
が
、
ほ
とんど守られない。残業
手当もない」六％あたり
が、労働時間が不安定な
部類にはいろう。
こ
の
、
労
働
時
間
の
な
が
さにより余暇時間のなが
七五
務
時
間
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
は
っ
き
り
き
ま
っ
て
い
る
で
いたします。
勤務時間は
第34表余暇時間における集団（学歴別．性別）
|灘|鱗蕎|鯛’ その他｜回磐なし｜合計 年少労働者の実態
中卒男子
女子
小計
2０ 
８ 
１４ 
７
０
４
 
５
７
６
 
100（５６） 
100（５２） 
100(108） 
４
８
１
 
１
１
 
５
８
６
 
４
６
５
 
高 卒男子
女子
小計
７
３
６
 
５
５
５
 
100（８４） 
100（１７） 
100(101） 
７ ０
５
１
 
３
３
３
 
４
６
，
４
 
２
６
３
 ６ 
Ⅱ】【１４【索Z否.Ｈ苛三呑冒
ＳｌｌＯＯ（６日
】【】【２０！5０１９ 
質問「あなたはひまなとき（仕事をしないとき）友だち，仲間などと
いっしょに時間をすごすことがあり童すか。そうv､う友だち仲間な
どのグループ・はつぎのどの種類に属しますか｣、
第35表余暇時間における活動内容(学歴別・性別)実数・いくつ答えてもよい
Ｚ 
ｎＵＴｕ」
５１１９ 
4０１４６１４［ 
5４１８ 48’６３１６６ 二F[二W△・局ｑ二百
８１１０ Ｈ１４０１９ 
舎臂ｒｌ８６１１０ ､２lＵＨＩＨ 
質問「あなたはひ蚕なとき（仕事達してv､ないとき）友だち仲間など
とｖ､っしょに時間をすごすことがありますか。主としてなにをいっ
しょにしますか」
成質ううもらとやつそ容の余るささ問･てのととるしれの活暇｡れ
れがこみをや、人よ】匿う動時そて
た構のよ問る彼ぴにいち内間のぃ
七六さ
が
規
定
のは、Ａ・
Ｈ君が、友だちと雑談をしても、あそび関係の話題をえらび、仕事関係の話題をさけると述べたこと、および、Ｙ・
Ｋ君、Ｍ・Ｔ君などの労働過程についての関心にかんする意見を参考にしている。
いっしょに余暇をすごす人びとについて、「そういう友だち、仲間などのグループは、つぎのどの種類に属します
か」という質問には、「職場の友だち・仲間」が六○％ともっとも多い。つぎが「学校時代の友だち」で一三％とな
る（第一一一四表）。表は省略するが、企業規模が小さくなるほど、この「学校時代の友だち」の比率がたかまる。いっし
ょにやる活動内容については、実数の表をかかげるにとどめる（第一一一五表）。
八附記ｖこの調査は、昭和三七・三八年度文部省試験研究「産業の高度化と労働者生活の変化」によってなされたものである。
調査は共同調査であるが、本報告は、三溝⑯副田によって書かれた。執筆分担は、第一節、第二節が一一一溝、第三節、第四節が
副
田
と
な
っ
て
い
る
。
年少労働者の実態
七七‐
